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るキャビテーション援用 HIFU 照射に適用し、有効に HIFU ノイズのみが除去されていることを確
認した。本研究によって、HIFU を照射したまま、治療用超音波ノイズを効果的に除去し、従来のノ
イズ除去手法よりも質的に異なる有効な手段であることが示された。
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唱した。本手法により、効果的に治療用超音ノイズが除去されることが示された。本研究は、位相変































第 1 章は序論であり、本研究の背景、目的及び構成を述べている。 







第 3 章では、近年注目を集めている位相変調 HIFU 照射時にも適用できる、治療用超音波ノイズ
除去技術を提唱して、その有効性の検討および議論を行っている。位相変調の周期性に着目し、あ
る時相に治療用超音波の応答を取得し、次の変調周期の同じ時相に診断用・治療用超音波の応答を
取得するという 2 ステップのデータ取得を行うことにより、位相変調 HIFU 照射時の治療用超音波
ノイズを除去している。本手法により、効果的に治療用超音ノイズが除去されることが示された。
本研究は、位相変調や振幅変調など複雑な HIFU 照射時にも、HIFU を照射したまま、治療モニタ
リングすることが可能であることを示しており、超音波による HIFU 治療モニタリング技術の発展
に寄与する重要な成果である。 





量に頼っている現在の HIFU 治療器の問題点を網羅した、新たな HIFU 治療システムの可能性が
示された。本治療システムの研究は、今後の、より高度で安全な HIFU 治療の発展に寄与する重要
な成果である。 
第 5 章は結論である。 
以上要するに本論文は、超音波による強力集束超音波（HIFU）治療イメージングにおいて、撮
像用超音波を照射したまま、治療用超音波ノイズのみを選択的に除去することが可能であることを
示したものであり、医工学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって、本論文は博士（医工学）の学位論文として合格と認める。 
